
術 科



学習評価について（中学校美術）

１、評価の観点が４観点から３観点になります。

学びに向かう力,人間性等

「確かな学力」「健やかな体」「豊
かな心」を総合的にとらえて構造化

育成すべき資質・能力の３つの柱

理解していること・できる
ことをどう使うか

思考力,判断力,表現力等

何を理解しているか
何ができるか

知識及び技能

資質・能力に三つの柱に基づいた目標や内容の再整理を踏まえて、観
点別学習状況の観点について、小・中・高の各教科等を通じて3観点
に整理されました。

どのような社会・世界と関わ
り,よりよい人生を送るか



「A表現」と「Ｂ鑑賞」の関連を図る

表現したり鑑賞し
たりする資質・能
力を相互に関連さ
せながら育成する
ことを重視

充
実
を
図
る





知識

技能



発想や構想と鑑賞の双方に重なる資質・能力

発想や構想に関する資質・能力

鑑賞に関する資質・能力



知識

(１）及び（２）に関する資質・能力を、
どのような方向性で働かせていくかを決
定づける重要な要素であり、情意や態度
に関するものが含まれる。学んだことの
意義を実感できるような学習活動を充実
させていくことが重要となる。







(1) 生きて働く知識・技能の習得

造形的な視点に関すること

(2)

(3)

未知の状況にも対応できる

思考力・判断力・表現力等の育成

学びを人生や社会に生かそうとする

学びに向かう力・人間性等の涵養

技能に関すること

発想や構想に関すること

鑑賞に関すること

創造活動の喜び，美術を愛好する
心情，豊かな感性，心豊かな生活
を創造する態度，豊かな情操

〔共通事項〕（１）

「A表現」（２）

「A表現」（１）

「B鑑賞」（１）

「A表現」，「B鑑賞」及び
〔共通事項〕を指導する中で，
一体的，総合的に育てていく

3つの柱 教科の目標内容



〔共通事項〕（１）

「A表現」（２）

「A表現」（１）

「B鑑賞」（１）

「A表現」，「B鑑賞」及び
〔共通事項〕を指導する中で，
一体的，総合的に育てていく

知

技

発

鑑

態

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

内容 観点別評価



新学習指導要領

「A表現」
新学習指導要領

「B鑑賞」

(1) 鑑賞
ア 美術作品などに関する

鑑賞
（ア） 感じ取ったことや考えたこ

となどを基にした表現に関
する鑑賞

（イ） 目的や機能などを考えた表
現に関する鑑賞

イ 美術の働きや美術文化
に関する鑑賞

（ア） 生活や社会を美しく豊かに
する美術の働きに関する鑑賞

（イ） 美術文化に関する鑑賞

(1) 発想や構想に関する
資質・能力

ア 感じ取ったことや考えた
ことなどを基にした発想
や構想

イ 目的や機能などを考えた

発想や構想

(2) 技能に関する資質・能力
ア 発想や構想をしたことな

どを基に表す技能



指導と評価の一体化







大変です！





「記録に残す評価は同時間で行う



中学校美術科における授業づくりのポイント

「主体的・対話的で深い学び」
の実現に向けた授業改善をしましょう。

題材など内容や時間のまとまりを見通
して、その中で育む資質・能力の育成に
向けて、生徒の主体的・対話的で深い学
びの実現を図るようにすることが大切で
す。その際、「造形的な見方・考え方
※」を働かせ、表現及び鑑賞に関する資
質・能力を相互に関連させた学習を充実
させましょう。



〈主体的な学びの視点〉

〈対話的な学びの視点〉

〈深い学びの視点〉

主題を生み出す

作者の心情・表現の意図

美術を学ぶ
意義を実感

自分の考え（広げ・深める）
互いの見方・考え方

対話的な活動
場面設定

新たな価値
観を生み出
す

生活や社会の
美術の働き・美術文化

「造形的な見方・
考え方」

習得・活用・探求

表現と鑑賞を関連

質の高い学び
資質・能力を
一層深める



学習評価について（中学校美術）

２、学習評価の基本構造

・
教
師
が
行
う
評
価
で
あ
る

・
個
の
よ
い
部
分

・
リ
ー
ダ
ー
性

・
他
人
の
気
づ
か
な
い
事
を
行
う

・
気
が
利
く

等

褒める
アドバイス等

主体性を
高める



学 習 評 価



学習評価の進め方について

学習評価について（中学校美術）

中学校美術科における「内容のまとまり」

絵画・彫刻

デザイン・工芸

鑑賞

「感じ取ったことや考えた
ことなどを基にした表現」

「目的や機能などを考え
た表現」

「作品や美術文化などの
鑑賞」



第1 目標（美術科）

第○各学年及び第○学年

１ 目標

２ 内容

１ 単元（題材）目標

２ 単元（題材）評価規準の作成
３ 指導と評価の計画

４ 「授業後」に観点毎に総括する

※

大
ま
か
な
進
め
方

「評価の作成」その進め方（手順）

第３ 各単元（題材）の目標及び評価規準

第２ 各学年の目標及び内容

「内容のまとまり」とは、
こちらの「２ 内容」の
ことです。

評価規準の作成について

学習評価について（中学校美術）



学習評価について（中学校美術）



知識

技能

〔共通事項〕内容（対象や事象を造形的な視点で捉える）

文末を「～理解している」として評価規準作成する

「A表現」(2)内容（発想構想を基に見通しや工夫して表す）

文末を「～表している」として評価規準作成する

「A表現」(1)内容（発想や構想を練る）及び「B鑑賞」

文末を「～している」として評価規準作成する

学習評価について（中学校美術）



学習評価について（中学校美術）

３、評価の観点と趣旨

「指導と評価の一体化」を図るために、学習指導要領の目標や内容に合わせて、下記
に示す評価の「観点と趣旨」を参考にして評価規準を設定することが必要です。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・対象や事象を捉える造
形的な視点について理解
している。
・表現方法を創意工夫し、
創造的に表している。

造形的なよさや美しさ、表現の
意図と工夫、美術の働きなどに
ついて考えるとともに、主題を
生み出し豊かに発想し構想を
練ったり、美術や美術文化に対
する見方や感じ方を深めたりし
ている。

美術の創造活動の喜びを味わ
い主体的に表現及び鑑賞の幅
広い学習活動に取り組もうと
している。

・「知識」は造形的な視点についての理解です。〔共通事項〕（１）アに示されている形

や色彩、材料、光などの性質や、それらが感情にもたらす効果などを理解できているか、イ
に示されている全体のイメージや作風などで捉えることを理解できているかを評価します。

・「技能」は、これまでと変わらず創造的に表す技能です。生徒一人一人が、発想や構想

をしたことを基に、材料や用具などを生かし工夫するなどして創造的に表しているかを評価
します。

理解・習得



学習評価について（中学校美術）

３、評価の観点と趣旨

「指導と評価の一体化」を図るために、学習指導要領の目標や内容に合わせて、下記
に示す評価の「観点と趣旨」を参考にして評価規準を設定することが必要です。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・対象や事象を捉える造
形的な視点について理解
している。
・表現方法を創意工夫し、
創造的に表している。

造形的なよさや美しさ、表現の
意図と工夫、美術の働きなどに
ついて考えるとともに、主題を
生み出し豊かに発想し構想を
練ったり、美術や美術文化に対
する見方や感じ方を深めたりし
ている。

美術の創造活動の喜びを味わ
い主体的に表現及び鑑賞の幅
広い学習活動に取り組もうと
している。

・「思考・判断・表現」は、「A表現」の発想や構想を通して育成する力と、「Ｂ鑑

賞」の鑑賞を通して育成する力で構成されます。
・発想や構想において、造形的なよさや美しさ、表現の意図と工夫、美術の働きなどについ
て考えるとともに、主題を生み出し豊かに発想し構想を練ることができているかを評価しま
す。
・鑑賞において、造形的なよさや美しさ、表現の意図と工夫、生活や社会の中の美術の働き
などについて考えるとともに、美術や美術文化に対する見方や感じ方を広げたり深めたりす
ることができているかを評価します。

知・技の活用、思・判・表



学習評価について（中学校美術）

３、評価の観点と趣旨

「指導と評価の一体化」を図るために、学習指導要領の目標や内容に合わせて、下記
に示す評価の「観点と趣旨」を参考にして評価規準を設定することが必要です。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・対象や事象を捉える造
形的な視点について理解
している。
・表現方法を創意工夫し、
創造的に表している。

造形的なよさや美しさ、表現の
意図と工夫、美術の働きなどに
ついて考えるとともに、主題を
生み出し豊かに発想し構想を
練ったり、美術や美術文化に対
する見方や感じ方を深めたりし
ている。

美術の創造活動の喜びを味わ
い主体的に表現及び鑑賞の幅
広い学習活動に取り組もうと
している。

・目標の（３）に示される「学びに向かう力、人間性等」について、美術
を愛好する心情、感性、心豊かな生活を創造していく態度、豊かな情操は
観点別評価になじまないため、ここでは評価しません。
・美術の創造活動の喜びを味わいながら、「知識・技能」や「思考・判
断・表現」を身に付ける学習活動に主体的に取り組もうとする態度を評価
します。

粘り強い取組み
自己調整力



観点３：主体的に学習に取り組む態度

「知識・技能」を身につけ、「思考・判断・表現」
する過程において、

粘り強く取り組んだか、

自らの学びをよりよくしようと取り組んだり努力
したりしている姿

を評価

中央教育審議会粗糖中等教育分科会教育課程部門
児童生徒の学習法化に関するワーキンググループ（H29.12.11)

観点別学習状況の評価の在り方



「主体的に学習に取り組む態度」の評価

知識・技能の獲得
思考力・判断力・表現力を身につけるための

粘り強い取り組み

粘り強い取り組みの中で
見通しを立て取り組んでいるか

自己調整

「知識・技能」を習得・活用
「思考・判断・表現」を伸ばす活動中の

子供の様子を観察

作品やワークシート等
の記述、授業中の発言
生徒による自己評価

こっちが

メイン

こっちは

サブ

授業中の挙手の回数 ・ スタンプ等の数

作品、ワークシート等の提出の有無

×
×

「性格や行動面の傾向を
評価するということではない」
（「指導と評価の一体化」のための参考資料7-9）



評価について

「おおむね満足できる」（B）

「設定した評価規準」のそれぞれについて「どの程度
実現できるかをＡＢＣの３段階」で評価することにな
る。

この際「ＡＢＣ全てについての評価規準を作成
した上で評価を行うのではなく、」評価規準に
表されたものを「「おおむね満足できる」状況
（Ｂ）として捉え、」それを踏まえてＡとＣを
判断するというのが「観点別学習状況の評価の
基本的な考えである」ことを留意する必要があ
る。



見とる力

これからの教師に

求められる力

國學院大學教授 田村学先生のことば

「すべての土台は教師の「見とり」
新しい時代に必要となる資質・能力が目の前の子どもたちに身に
ついているかどうかを教師がみとること。
（中略）
もし、期待していた姿が現れなかったとすれば、その原因は学び手に
ではなく、教師にある、ということも肝に銘じたいです。



実際の評価はどのように行うか

① 単元の観点別学習の評価に係る記録の総括（例）

次 第１次 第２次 第３次
児童生徒の様子に関する特記事項

単元
総括

時 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

Ａ
さ
ん

知 B ～が確実にできる（第９時） Ｂ

思 ＊ C B ～の指導が必要だった（第３・４時） Ｂ

態 B C ～を進んで考えていた（第１時）
～を理解することが難しい（第10時）

Ｂ

Ｂ
さ
ん

知 A ～が確実にできる（第９時） Ａ

思 B ＊ A ～に気付くことができた（第７時） Ａ

態 B A ～を紹介することができた（第10時） Ｂ

□上記（＊）は「指導に生かす評価」をした時間でＣの子だけを把握（記録）
しておきその後の変化の様子を捉えるようにします。（ →特記事項に記入）



実際の評価はどのように行うか

② 評価結果の A ・ B ・ C の数を基に総括する場合

知識・技能
思考・判
断・表現

主体的に学
習に取り組
む態度

学期末 総
括

評
定単元

① ② ③ ① ② ③ ① ② ③ 知 思 態

Aさん

Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Bさん

Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ ３

例）☆３回評価を行った結果が「ABB」ならば、Bと総括することが考えられる。
☆「AABB」を A とするか B とするかなど、同数の場合や三つの記号が混在す
る場合の仕方をあらかじめ各学校において決めておく必要がある。



知識・技能
思考・判
断・表現

主体的に学
習に取り組
む態度

学期末 総
括 評

定
単元

① ② ③ ① ② ③ ① ② ③ 知 思 態

Aさん

Ａ
3

Ｂ
2

Ｂ
2 Ｂ Ｂ

Ｂ
2.3

Bさん

Ａ Ａ Ｂ
Ｂ
2

Ａ
3

Ａ
3

３
2.7

実際の評価はどのように行うか

例）☆A=3  B=2  C=1 のように数値によって表し、合計したり平均したりします。
☆総括の結果を B とする範囲を 2.5≧平均値≧1.5 とすると「ABB」の平均値は約2.3〔（3+2+2）÷３＝2.3〕で総括の結果は B となります。
☆学期末の総括から評定を出す際は、数値を置き換えて総括する場合と A B C の出現率で総括する場合があります。

③ 評価結果の A ・ B ・ C を数値に置き換えて総括する場合



テスト点 60%
課題提出 10%
豆テストなど 10%
授業態度 10%
その他（平常点） 10%

学習評価の現状と課題

→ 知識・理解

→ 主体的に学習に～

→ 思考・判断・表現

→ 主体的に学習に～

→ 思考・判断・表現

×

学習評価の現状と課題 ワーキンググループ資料 H29.12.11

〈例として〉

上記のような評価の仕方は、観点に沿った評価とし
て妥当ではありません。観点名と内容があっていな
いので、改善すべき点としてあげられます。



生徒A

知識・技能 ・・・A

思考・判断・表現・・・B

主体的に学習する態度・・・B

生徒B

知識・技能 ・・・B

思考・判断・表現・・・B

主体的に学習する態度・・・B

評定
４

評定
３

観点別学習状況の評価〈事例〉



参考資料
中学校編「新学習指導要領に基づく指導と評価のための学習評価に
関する参考資料」より

令和2年度（２０２０）年12月栃木県教育委員会

観点学習状況の評価について



ということは・・・

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に
取り組む態度

C C A

A A C

上記のようなことはあまり、
考えられないのではないか？。



学習評価の参考資料

（https://www.nire.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html）

一度は熟読してください！

「学習評価の在り方ハンドブック」参考資料

https://www.nire.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html


文部科学省 初等中等教育局
視学官 東良雅人

新学習指導要領に対応した学習評価
（中学校 美術科）

是非こちらの
「学習評価」解説
のご視聴下さい。





最後に・・・

「美術で学んだこと」が何か！子供たちが
卒業後にも残る「授業」を目指そう！

※今後の生活や社会で生きて働くもの
につながるように・・・

大人になって・・・
中学生の頃に「美術授業」通して製作した作品を覚えていて
も、「何を学んだ」と問われると、答えられる人は少ない。



術 科

連絡先

TEL:(098)933-7595   FAX(098)933-7562
E-mail: togucs@pref.Okinawa.lg.jp


